
システム theremino

MasterDIL-V3

 

System theremino - MasterDIL-V3 - Datasheet - March 9, 2013 - Page 1



マスタモジュール

"マスター"は、システムThereminoのメインモジュールです。これは、USB経由で外の世界との通信ソフトウェアをかけていま
す。

"マスター"モジュールは、USBポート（USB1、USB2またはUSB3）に接続する必要があり、6つの汎用InOutのピン、シリア
ルスレーブモジュールへの伝送線といくつかの "サービス"の接続を提供します。

"USB"コネクタは新しいUSB3と500mAまたは千ミリアンペア、または900ミリアンペアと1800ミリアンペアの電流を引き出
すために、1つまたは2つのUSBポートを接続することができます。

"シリアル回線"コネクタは、通常、3線（GND / +5 V /データ）とスレーブモジュールへ行くシリアルラインに接続されてい
る。第四極（DIR）は光学的に送電線を分離デバイス "Master_ISO"のためにのみ使用されます。

これは、USBとの接続可能性を高めるために分離シリアル伝送ラインに複数のマスターを接続することも可能です。それは、例え
ば、すべての他のもののための迅速なリフレッシュと二番目のシリアル回線、遅く、必要なデバイス用の高速シリアル ·ラインを使
用することができます。

センサとアクチュエータは、標準ケーブルを使用して、 "IN OUTピ
ン"（メスエクステンションオス）に接続されている 
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マスターを接続
ただUSBに接続し、マスタが自動的に数秒以内に、そのドライバをインストールしますが、緑色のLEDが早く点滅し始めます。各
LEDのフラッシュは20の通信サイクルであるので、より多くのあなたはそれが良い、うまく光って参照してください。

あなただけのマスターを使用している場合は、接続しないでください  USBへの接
続
スレーブへのシリアルライン  常に必要である

ここでは、 "1番ピン"に接続されたLEDを見ることができます... "6ピン"に接続されており、標準的な拡張

最初の実験
この絵のように、いくつかのLEDを準備します。 

絶縁チューブは、肯定的な側面（赤）とマイナス（黒）を区
別するために使用しますが、重要ではありません。あなたは
逆にLEDを接続した場合、それは壊してはいけません、それ
はそれを動作させるためにそれを回すのに十分です。

これらの便利な指標の準備の詳細については、こちらをお読
みください。
 www.theremino.com /  ハードウェア  /  出力  /  アクチュエータ  
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テストLEDを点灯させる
我々はピン1、2、3に示す3つのLEDインジケータを接続すると仮定し 

（赤）各LEDのプラスは "SIG"側に接続されていることを確認し、（黒）ネガは "GND"側に接続されていること

マスターは、USBポートとその緑色のLEDが速く点滅しているに接続されていることを確認してください。 

、Theremino_HALスタート それはすぐにしなければならない 
マスターを認識 と "マスター1"として追加しています。マスター
は、それがHALを開いた後に接続されているため、その後、 "認
識"ボタンを押す必要があり、例えば、認識されていない場合

二行目は "スレーブ1"があることを示しています （本物ではない
が、マスタースレーブの内部にある仮想スレーブ） 次の行が示す 
そのアール 6 "ピン" 利用可能な、 名前 "1番ピン"から "6ピン"

HALのコマンドボタン

ボタン "認識" 遅刻マスターを接続する場合や、ハードウェア構成を変更した場合に役立つことができる。

ボタン "検証" あなたは、ハードウェア構成を変更した場合に使用されます。あなたがマスターまたはスレーブを追加または削除
する場合は、コンフィギュレーションはもはや有効ではありませんし、 "検証"がアクティブになります。設定が有効でない場
合、プログラムHALは動作しません。この時点で、 "検証"を押して、新しいコンフィギュレーションを検証するために、または
必要に応じて、マスタとスレーブを追加または削除して元の構成を復元すると "認識"を押して選択することができます 

ボタンを押すと、 "キャリブレーション" タイプ "CapSensorHQ"の "スレーブ"モジュールが接続されている場合にのみ使用さ
れ

ボタンは、 "エラー時にビープ音" "詳細を表示"と ハードウェアをテストするのに役立つ。
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最後にLEDを点灯させる

LEDをオンに あなたはDIG_OUT、Pwm_8またはPwm_16として彼らの "ピン"を設定する必要があり、我々は、シリアルラ
インでいくつかのより多くのビットを使用しますが、コントロールの最善の機会を提供していますPwm_16を使用することにな
ります。

"1番ピン"（あなたが上記を見ることができるように青に変わりない）の行を選択し、 "ピン型"の左ボタンを押して、 
"Pwm_16"を選択してください

設定された "ピンタイプ= Pwm_16" "2ピン"と "3ピン"の
ためにも

末尾のリストは右の画像のようになります。

今 言葉 "スリープ"のいずれかにマウスポインタを置き、左ボ
タンを押し、それを押したまま、マウスを上に移動。

0から1000までの数字に "スリープ"の変化、およびその行の
LEDの明るさは最小値から最大値に調整される。下側の領域で
より良い調整を行うため、すべてのLEDに "対数応答"に設定してください。

ちょっとした実験をピン2と3の "スロット1"を設定し、以前のように明るさを調整しようとすることです、あなたは同じ "スロッ
ト"を読んで、すべてのLEDが、一緒に変更されていることがわかります。

外部制御プログラムを使用して（あなたが何かを見つけることができますダウンロードフォルダ内）またはドットネットまたは
Thereminoスクリプトでそれらを作成することによって、あなたは、これらのLEDを使用することができ、多くの異なった方法
で、他のセンサやアクチュエータ。 
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HALのプログラムを使用する方法
ハードウェアと通信するには、HAL（ハードウェアアブストラクションレイヤ）を使用 

"Theremino_HAL.exe"は、インストールは必要ありませんし、システム上の任意のフォルダで実行することができます。  
HALの最新バージョンは、ここからダウンロードすることができます： www.theremino.com /  ダウンロード  /  財団  

あなたはHALをアクティブに保つために必要なハードウェアと通信するには、最小限に抑えることができますが、それを閉じない
でください。 

でも、特定のアプリケーションを使用せずに、単独で、HALを使用すると、ハードウェアを確認し手動でセンサーやアクチュエー
タを試すとinoutピンのプロパティを設定できます。

線の上でダブルクリックすると、そのライン上の信号の傾向を示していますグラフィックウィンドウを開きます。別の上の最初の
行にしたり、ワンクリックでワンクリックでそれらを同時に表示することができます。

すべての数値ボックスは、マウスホイールと上下矢印を使って、アップ/ダウン·マウスで、キーボードを使って編集可能です。

テストの間、それは（ "値"列の数の左ボタンを押し、ボタンを押したまま上下にマウスを動かす）をマウスで "値"列の値を変更
するには非常に便利である 

これらのビデオでは、モジュールを接続し、ピンを設定する方法を見ることができます
www.youtube.com/watch?v=iCWvlxAQw7I
www.youtube.com/watch?v=2nHv_RVNeY8
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スロットを使用する方法
設定の各行は、ハードウェアの物理的な "ピン"に対応

それぞれの "ピン"は、センサやアクチュエータに対応し、適切な "ピンタイプ"と "スロット"で制御され

- "センサー"の場合、入力として "ピン"を設定（方向=取得） 

- "アクチュエータ"の場合は、出力として "ピン"を設定 （方向=セット）

HALのプログラムは、継続的に次の2つの手順を繰り返します。

- ハードウェアセンサーを読み取り、それらのそれぞれに割り当てられた "スロット"にその値を書き込みます。 

- 割り当てられた "スロット"から取られた各ハードウェア·アクチュエータの値を書き込みます。

"スロット"は "Theremino1"と呼ばれる "メモリにマップされたファイル"の中にあります。このいわゆる "file"は、実際には
ファイルではありませんが、 すべてThereminoで共有クイック·アクセス·メモリ領域、 システム·アプリケーション。

したがって、1つまたは多数のアプリケーションを同時に、また、することができます （注1）、センサー、移動モータやそれらの
間で交換されるデータを読み取るために、同じスロットを使用しています。

HALのプログラムは、マスタモジュールを介して、ハードウェアと通信するためにのみ機能すると、点灯して見える化または最小
化しておく必要があります。しかし、ハードウェアモジュールが存在しない場合、プログラムは、HALは必要ありません。

 
（注1）は、この重要なルールを学ばなければスロットを使用するには： 
- 1つのスロットがあっても、同時に、多くのアプリケーションでとHALから読み取ることができます。 
- ただ一つのアプリケーション（またはHAL）が特定のスロット（そうでなければ、彼らはランダムに交互）に書き込むことができます
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マスター·モジュールを構成します 
6 In-Outのピンのそれぞれは次のように独立して設定することが
できます：
- 使用されません
- デジタル出力
- PWM出力
- サーボコントロールの出力
- デジタル入力
- ポテンショメータとトランスデューサの入力ADC

- 容量性ボタンの入力
- 抵抗トランスデューサの入力
- カウント入力、周波数、周期
- 特別なトランスデューサの入力

有効な構成
•最大6個のデジタル出力
•最大6デジタル用のPWM出力をアナログへの変換 （注1）
•サーボモータの最大6サーボ出力へ （注1）
•最大のデジタル信号の6 DIGIN入力へ （注2） 
•最大アナログ信号用6 ADC入力へ （注1）
•最大6 CAPの容量性ボタンの入力とスライダーへ （注1）
•アップ抵抗トランスデューサの6 RES入力へ （注1）
•カウントアップと周波数対策のための6カウンタ入力に （注2） 
•カウントおよび高速周波数対策のためFAST_COUNTER入力 （注2および3）
•信号周期と周波数の測定のためのピリオド入力 （注2および4）
またはSRF05超音波センサーや他の類似のセンサー用USOUND_SENSOR （注4） 

（注1） ピンタイプ、PWM、サーボ、ADC、CAPとRESは8ビットまたは16ビットで設定することができます
（注2） ピンタイプDIG_IN、カウンタ、FAST_COUNTERと期間はプルアップの有無に関係なく設定することができます
（注3） FAST_COUNTERは6ピンのいずれかで選択で接続することができます。
（注4） 期間（またはUSOUND_SENSOR）6ピンのいずれかで選択で接続することができます。

電圧と電流
入出力端子は、0V〜3.3Vのアナログ信号で動作します。コネクタには、いくつかのセンサに役立つ安定化可能な5ボルトと3.3ボ
ルトです。出力として設定されたピンの最大電流は+ /-15mAです。 （参照してください代わりに入力として構成されるものに
ついては、-0.3ボルトから3.6ボルトに電圧を制限する必要がありますし、+ /-100uAを超える電流でこれらのしきい値を超えな
いように テクニカル  /  ピンタイプ   と 表とノート  /  技術   電流と電圧の詳細について） 

コ ネ ク タ
バージョン3以降からネジコネクタはオス - メス標準拡張用のコネクタに置き換えられました。これらのコネクタは、見てのよう
に美しいですが、より便利で信頼性がありません。 （ネジはあまり力を入れなくても、それらを締め、非常に小型のドライバーを
必要とスクリューの損傷を防ぐために必要ですが、強さは、彼らが緩ん時点で低かった場合にされたコネクター。新しいコネクタ
を使用する代わりに、接続がより速く、より安全です） 
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電気回路図

6コネクタの1番ピンにPIN6、 GND / +5 V /信号：R1〜R6は保護抵抗と、標準でセンサやアクチュエータのすべての種類を接
続するために設定可能な6 InOutのジェネリックピンを提供

レギュレータIC2と電源回路のコンポーネント R9は、C3、C4、およびC5がよく安定し3.3ボルトに非常に不正確で騒がしい
USB電圧を安定させる。 3大容量（10μFの）セラミック·コンデンサの使用は、ADCの測定値からノイズの痕跡を排除すること
ができます。さらに優れた特徴（誘電 XR5）とコンデンサC6は、プロセッサ内部のスイッチングによって発生する電圧  
"VDDCORE"を安定させます。

コミュニケーション： R9、R10及びコネクタCN3は双方向シリアル通信、認識、およびスレーブ ·モジュールの自動設定を可能
にします。 R11、R12とR13とCN1は、USBで接続するための端子です。補助コネクタCN2は割り込みピンINT-0およびI2C接
続のため、SDA端子とSCL端子にアクセスするために使用され （現在のところ、システムアプリケーションThereminoはAUXコネク
タを使用しない）

CN4コネクタは、2つの機能があります。AUX端子を どのInOutのコネクタの同じピン1と2を示していますが、通常のInOutの
ピンとは異なり、このコネクタに3.3ボルトの代わりに+5ボルトの安定があります。 3.3ボルトの安定化は、出力信号、電源電圧
に依存するパワー·センサに便利です。 ICSP： この接続は、ファームウェアのアップグレードのため、PicKit1、2または3でマ
スターモジュールを再プログラムしたり、新しい機能を追加することができます。白のドットが1番ピン（VPP）を示し

タイミング： QZ1がメインタイミングを提供し、QZ2は時計とカレンダー用のバッテリモード（アクティブ状態のままです現在
使用されていません）とLED1が適切な動作をビジュアルに示します。すべてがOKですばやく点滅その後場合の為替レートは、点
滅の20倍の速度です。 
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PCB - コンポーネント側とハンダ面
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スレーブモジュールを接続 
奴隷に行くシリアル回線を接続するためのケーブルは、入力/出力端子にセンサとアクチュエータを接続するために使用されるの
と同じです。

しかし、あなたは、2つの回線を混同してはいけない配線ミスが損傷することはありませんが、あなたは右の接続を行わない場
合、これらは動作しません。

コネクタが同じであっても、注意してください！ "シリアル"コネクタがお互いに "Master"と "Slave"モジュール1を接続する
ために使用されている間、 "ピン"コネクタはセンサやアクチュエータに使用されます。

マスターからのシリアルラインは最初の "スレーブ"の "IN"に接続する必要があります

2番目のスレーブを追加するには、最初のスレーブの "OUT"のコネクタが使用され、従って最大200のスレーブ上で。

奴隷は、任意の順序で接続することができますが、あなたはそれらの処分又はその数を変更する場合は、ハードウェアの設定
は、HALプログラムからずれることになる

したがって、マスタおよびスレーブチェーンを接続した後、ボタンを押して "認識"し、最終的にTheremino_HALに新しいハー
ドウェア構成を受け入れるように、 "検証"
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外部電源を適用
強い電流でパワーモーターやアクチュエータに、システムThereminoは、アダプタと外部電源と、スレーブモジュールへのシリ
アル回線を中止することができます。 （このページの末尾に以下を参照してください。 www.theremino.com /  ハードウェア  /  出  
力  /  アクチュエータ  ）

スレーブモジュールを搭載しないアプリケーションの場合、またはマスターの6ピンに多くの電流を提供するには、マスターにこ
の変更を行うことができます：

外部電源から5ボルトを持って来るために〜のはんだを取り除く（またはバリカンで破る）抵抗R0と半田赤と黒の線。

----------

我 々 は 追 加 の 電 源 の 使 用 を 避 け る た め に 、 可 能 な 限 り 、 お 勧 め し ま す 。  

また、コンセントに接続されているシステムを設計するときは、に注意を払う必要があります：

- （スター接続）が正しく本のGND線を配置します

- 電源からのノイズが微妙な接続を横断して、エラーを生成してはいけません。

- コンポーネントが破損する恐れがあり電光によって引き起こされる強い電流パルスを避けてください。

- コンポーネントを損傷したり、ユーザーに危険を及ぼすことができる建設エラーや障害を避けてください。

留意事項： Thereminoシステムです プロジェクト "営利を目的としない" "フリーウェア"、 "オープンソース"と とそのコンポーネント
は、 "取り付けキット"ではなく、 "完成品"です。従って システムにモジュールを接続する場合、 あなたは、法律の限界を尊重しなければな
らない 無線周波放出し、必要な資格を取得します。法律の限界までノイズを低減するには、シールドケーブルおよび金属容器または他の技術
を使用するために、場合によっては必要かもしれません。システム Thereminoのメーカーや小売業者は、モジュールの使用の実態を認識して
いないため、不適切な使用にそれらの違法または危険を応答することができません。  詳細については、このページを参照してください：  
www.theremino.com /  コンタクト  /  著作権  
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外部電源なしで高電流を供給
モータ、アクチュエータ、サーボはUSBから供給される500ミリアンペア（または1000または1800）より現在の "サージ"を持
つことができますが、平均電流ははるかに低いです。これは、同時に4つのサーボを駆動することができることを意味しますが、
しばらくのフルスピードで、その中の1つだけは、USB通信を停止することができます。サーボのモデルに、その力のによってこ
の問題は、多かれ少なかれ深刻かもしれません。

あなたは彼らが5Voltを下げるとすぐに現在の滝のように復元電流を超えている場合、いくつかのPCやノートPCは、この問題に
悩まされることはありません。アクチュエータが少し遅くなり、それが位置に入るまでに時間がかかり、その後すべてが幸せにな
ります。

他のメーカーと同様に警告するために、サディスティックな "警告"回路、ブロックのすべてのUSB接続が含まれている。これら
のマシンは非常にうるさいですが、またこうしてエンジンのサージ電流を満たすことができる大容量の電解で問題を解決するため
に、予防、非常に短い期間、現在のバーストを防ぐ。あなたが追加した場合、例えば、4700 uFのコンデンサは、USBポート
は、オンになり、コンデンサを充電するのに失敗し、現在を超えて、[OK]を押して、人間を待って、すぐにして停止し消灯してい
ること、点灯しません。

これらの問題に遭遇したので、誰が、GNDと5ボルトの間に2200または4700 uFのコンデンサを接続することをまず第一にしよ
うと、彼はできるだけ多くの電流を使用するために取得しようと、何度もすべてのエンジンを動かしてみてください。 

コンデンサのすべてがあなたがここで停止し、所定の位置に収まると、そうでない場合は、大容量のコンデンサ、 "電流リミッ
タ"に加えて、追加することができます。

電流を制限 
電流リミッタは、大容量の電解コンデンサ、続いて外部電源を追加しなくても、最も困難な状況を解決することができます。制限
は、通常はUSBや短絡の場合に出力が "シャットダウン"を使用し、PTCのそれよりもはるかに優れた正確であり、あなたが短い
（ "フォールドバック"操作）を取り外す際は、すぐに自動的に "復元"

抵抗の値の変更には、最大電流を選択することができます。

リミッタはUSBとピンに行くパワートラックから+5ボルトの間に介在されている必要があり、これはピンと半田3ワイヤに5ボル
トにつながる道を切断、マスタとスレーブの両方で行うことができます。

注：専用ピン電源はプロセッサの電源ではなく、限定されるべきである。あなたは、シリアルラインに沿ってリミッターを介在さ
せる必要はありません。
フルイーグルプロジェクト、このリミッタ用と小型版の3D画像とLTSpiceシミュレーションは、ここからダウンロードすること
ができます： www.theremino.com /  ハードウェア  /  出力  /  アクチュエータ   （ページの最後にあります）
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容量性ボタンを接続します
それは、標準拡張機能の特定の番号を調達すると良いでしょ少しの費用と、それはそれらを作るの価値がないように、低価格で、
電線を接続した状態で、女性と男性を得るためにカットすることができるだろう。

そうでなければ、柔らかいシリコーンワイヤーと半田に取得する必要があります メスコネクタは振り向い
丸穴付き。他のモデル 四角い穴に、時々連絡してから、あなたに何も迷惑を与えないこと。 このページ
のアドバイスを参照してください。 www.theremino.com /  技術  /  接続ケーブル  

スレッドのいくつかの作品、単独で、または接続されている銅やアルミニウムテープの二乗とは、容量キーボードとして機能する
ことができます。

これは、静電容量キー（、快適な高速でバウンスフリー）のビデオです CapTouch_Sensors

音楽キーボード

あなたが前に見たことのない楽器を構築することができテルミン（ポリフォニック ·シンセサイ
ザー）とサウンドプレイヤー（サンプラー）と組み合わせマスタモジュールの容量のキーを持つ。
ボタンの数を拡張するには、 "サーボ"スレーブを使用しています。

ここからダウンロードした取扱説明書及びThereminoテルミンアプリケーションでより多くの情
報： www.theremino.com /  ダウンロード  /  マルチメディア  
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アドバイス
マスターピンはキャパシタンス、抵抗と電圧を測定するように構成することができますが、テスターを置き換えるために設計され
ていません。まず第一に、非常に小さな容量、最大50Kの抵抗を測定することができ、その後、合理的な精度を持つために、面倒
なキャリブレーションを行う必要があります。

入力ピンは位置を調整し、音量を調整したり、映像をスクロールし、プロセス制御を使用することができる。これらのアプリケー
ションでは、それは絶対的な測定を行うことが重要ですが、それは毎秒測定値の数十を行うことが不可欠である。

制御アプリケーションでは、正確な値を知る必要はありませんが、その一方で、この値は非常に安定していること、そして、あな
たがコントロール下にあるオブジェクトを "シェイク"しないように、最小限のノイズを持っている必要があります。

---------

この推論は、一般的に、システムThereminoのすべてのINOUT変数に対して有効です

システムThereminoが通常テスター（2000分の1）の解像度よりはるかに高く、65000分の1に達するまで、非常に高い解像度
で動作し、また、値は非常に安定した、低ノイズ、サンプリングレートが何百人も高くなっているアール回ではない何千ものテス
ターのそれらと比較した場合。

一方、測定の精度が悪くなる。標準入出力ピンで、達成可能な精度は百分の一のオーダーであり、それは勤勉な個々のキャリブ
レーションで、同0.1％程度にすることができます。 

システムのスケーラビリティ
システムは200サーボモジュールに耐えることができますが、シリアルライン通信、トータルな信頼性と限界ピンの単純なリスト
を持つ偉大な複雑さのシステムを管理する能力の要求に起因する制限速度には限界がある。

したがって、私たちは数百に数十モジュール、次に入力出力にシステムを制限することをお勧めします。大規模システムの設計時
に得られる速度は十分であり、最終的なシステムが十分に信頼性が高く、管理しやすいかどうかどうか見るために私達や実験にご
相談ください。

留意事項
システムは、プロジェクトTheremino "フリーウェア"、 "オープンソース"と "非営利の"であり、その構成要素は、 "取り付け
キット"ではなく、 "完成品"です。 

従って システム内のモジュールを接続するための責任者は誰か、法律の制限に準拠  無線周波放出し、必要な資格を取得します。
法律のノイズの制限を軽減するために、シールドケーブルおよび金属容器または他の技術を使用するために、場合によっては必要
かもしれません。 

システムThereminoのメーカーや小売業者は、モジュールの使用の実態を認識していないため、不適切な使用にそれらの違法ま
たは危険を応答することができません。

詳細については、このページを参照してください： www.theremino.com /  コンタクト  /  著作権  
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